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平成 2 3 年 9 月 2 7 日

プロサ ッカークラブ オ フィシャルサッカースクールの誘致について

1.経 緯

欧州プロサ ジカーの トップクラブが、サ ジカーの普及 とサ ッカーを通 じた

少年少女への教育を目的として、 日本におけるオフィシャルスクール開校の

意向を持っていることを受け、数年前から四つ木地区の区民などが中心とな

って、オフィシャルスクールの誘致活動を進めてきた。

区においても、プロサ ッカークラブのオフィシャルスクールの誘致 ・開校

は有意義であると考え、様々な検討を進めてきたところである。

このたび、「プロサッカークラブ オ フィシャルスクールの葛飾区開校を進

める会」が誘致を進めている 「FCバ ルセロナオフィシャルサッカースクール」

の区内開校に関 し、区長あてに 「支援のお願い」が提出された。

これを受け、FCバ ルセロナオフィシャルサッカースクール (以下 「スクー

ル」とい う。)の 区内での開校を推薦すると同時に、スクールが拠点とするグ

ラウン ドの確保など、スクールの誘致を進めるものである。

2コ スクールを誘致するメリッ ト

(1)FCバ ルセロナは、欧州の強豪クラブテームであり、知名度 も高 く、オ

フィシャルスクール としての価値が高い。

(2)ス ペイン現地では、スクール出身者が FCバ ルセロナの育成部門へ昇格

することもあり、サッカーをしている子 ども達にとつては夢が広がる。

(3)世 界 トップクラブのオフィシャルスクールの開校は、現基本計画に掲げ

る 「文化 とスポーツのまち構想」にも合致する。

(4)既 に開校 している福岡の例によると、 FCバ ルセロナの持つ指導ノウハ

ウの提供をスクール生徒だけでなく、地域のサッカーチーム指導者などに

も提供 してお り、幅広い波及効果 も期待できる。

(5)葛 飾区四つ木出身の漫画家、高橋陽
一氏原作の 「キャプテン翼Jの 主人

公がFCバ ルセロナの選手であることもあり、今後、「キャプテン翼」を資

源 として集英社 との新たな連携 も期待できる。

3.葛 飾区への支援要請の内容

夜間スクールを週 4日 程度行 うことができるグラウン ドと付帯設備の確保

4ロ スクールの拠点となるグラウン ド

スクールが拠フ点とするグラウン ドは、週 4日 程度の夜間、継続 して使用す

る必要があ り、既に多 くの区民が使用 している総合スポーツセンター陸上競

技場などを活用することは難 しい。



一方、東金町運動場多 目的広場 (以下 「多 目的広場」とい う。)に おける夜

間の利用時間拡充等について、検討を進めていることから、多 目的広場をス

クールの拠点候補地として誘致を進めるものである。

なお、多 目的広場の整備について、東京都 と協議中である。

5Ⅲ スクールの運営組織等

スクールは、誘致活動を進めている区民が中心となって一
般財団法人を設

立し運営する予定である。

対象者は、小学校 1年 生から6年 生までの少年少女、定員は 360人 程度

を予定 し、また、スクール入校には既に所属 しているチームの了解を必要 と

するなど、地域のクラブチームとの共存を目指す としている。

スクールの運営は、入学費や月謝等による独立採算を原則 とし、区に対 し

ては、拠点 となるグラウン ドの貸与等を求めている。

6印 区としての対応

(1)多 目的広場をスクール としても使用可能なように整備する。

(2)ス クール運営組織に対 し、地域のサ ッカーチーム指導者等への指導ノウ
ハ ウの提供などの地域貢献策の実施、サ ッカー連盟 との協力関係の構築

及び区が実施する地域活性化施策への協力などを要請する。

(3)地 域貢献策等の実施及び多 目的広場の利用等に関 し、区とスクールの運

営組織 との間において協定等を締結する。なお、施設使用料については、

規定の料金を徴収する。

フ.こ れまでの経過と今後の予定

(1)平 成 23年 6月  ス クールの運営予定団体から区への要望

(2)        関 係者への情報提供 。協議

(3)     7月  FCバ ルセロナに対 し区長からの推薦書送付

(4)    10月  FCバ ルセロナから回答

(5)平 成 24年 4月  ス クール開校

《添付資料》

○別添 1 プ ロサ ッカークラブ オ フィシャルスクールの葛飾区開校に関する

支援のお願い (写)

①別添 2 区 長からFCバルセロナ関係者への推薦状 (写)

①ガは恭3 FCBEscola子 巨岡ノミンフレッ ト (写)
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写

別添 1

平成 23年 6月 17日

葛飾区長

青木 克 徳 様

プロサッカークラブオフィシャルスクール

の葛飾区開校を進める会 代 表 秋 元雅
載

プロサッカークラブオフィシャルスクール

の葛飾区開校に関する支援のお願い

日頃から、区民福祉の向上、青少年の健全育成にご尽力をいただき、誠にあ

りがとうございます。

さて、私どもは、少年少女の健全育成の一環として、欧州強豪サッカークラ

ブチームのオフィシャルサッカースクールをこの葛飾区で開校すべく、関係各

所と協議 ・調整を進めております。

すでに福岡県営球技場や愛知県小牧市スポーツ公園を活動の拠点として、プ

ロナッカークラブチームのオフィシャルスクールが開校されてお り、子ども達

がのびのびと練習しています。これらのサッカースクールは、単に技術を教え

るだけでなく、サッカーをはじめとするスポーツに内在する、友情、忍耐力、

切穫琢磨、チームワーク、フェアプレーなどの価値観を通じた少年少女の育成

に重きを置いており、私どもはこの理念に感銘し、現在、スペインに本拠地を

置く、「FCバ ルセロナオフィシャルナッカースクール」の誘致活動を進めてい

るところです。

貴区の基本計画におきましても、リーディングプロジェクトに 「文化とスポ
ーツのまち構想」を掲げており、 ト ップクラブのオフィシャルスクールの誘致

はこの構想とも合致するものであり、青木区長が掲げる 「夢と誇りあるふるさ

と葛飾」の実現の一端にも寄与するものと考えております。

また、葛飾区出身である漫画家の高橋陽一氏の作品 「キャプテン翼」の主人

公である 「大空 翼 くん」の活躍の舞台は 「南葛FC」 から 「FCバ ルセロナJ

であり、世界で最も有名な日本人のひとりとされ、「FCバ ルセロナ」と葛飾区

との関係も大変深く、このオフィシャル′サッカースクールを葛飾区で開校する

意義は大変深いものと認識 しております。

つきましては、このサッカースクールが拠点とするグラウンドの確保などに

特段のご配慮とお力添えをいただきたく、ここにお願い申し_生げる次第であり

喪姦プ

韓騒
ます。

｀屯章‐芳
ダ



推薦状原文 (写し)
局け禾2

July 29,2011

To All Persons Concemed■lrith FC Barcelona Ofttcial Sch001

Approval for the Use ofHigashi―kanamachi Athlctic Ground

サthe FC Barcelona Ottcitt School

We are pleased to hereby inform you that Kttsushika Ciけformally permits the FC Barcelona O飼cial

S c h o o l t o  u s e  t h e  F a c t l■i e s  o f K a t s u s h i k a  c iぱS  H i g a s h i―k a n a m a c h i  A t h i e t i c  G r O u n d  i o m  A p r i 1  2 0 1 2、

D c s p i t e  i t s  l o c a t i o n  i n  c e n t r a l  T o k y o , t h e  c a p i t a l  o f  J a p a n , K a t s u s h i k a  C i t y  i s  b l e s s e d  w i t h  a  r i c h  n a t u r a l

environmcnt ofwater and greeneryl lligashi―kanamachi Athietic Ground is located in Mizumoto Park,one

ofthe Lrgest nature parks h Tokyo,With its chittrcn's baseball Seld,temヽcourts,soccer ground,and

other facilities,the park ofFers an ideal environment for chddren to Play and e巧oy spOrts,In addition,we

are pla則ling to rnake Fもrther improvements to continually enhance this envirOnment.

Katsushika Citt is alSO tlle birthplace Of Mtt Yoichi Takahashl,山e creator ofOliver y Betti(CAPITAN

TSUBASA),and tlliS means the city ts tlle hometo■ vn oF Capitan Tsubasao We are looking fol■vard to

seeing a real Tsubasa appcar ttm Katsushika Ciけ ill tlle near future,The entte city wcicomes the

Opening oFthe ofrlcFal school.

As the representative of Katsushika Ci中とI wOuld like to strongly reoommend the Foundation for Children

Chal19nging the Futtre(的preSentadve:ML MaSayoshi Akimoto)as a partner ottanization for dle opening

of FCBEscola in Katsushika City.The FoltndatiOrl for Chlldren Challellging the Futtlre is an orgallization

formed with the consOlidated support of Katsushika City citizens who care about the sound grolvth Of

young people.I aIIl sure that thc organizatlon couid be a valuable partner of FCBE3cola,which makes it

i t s  m i s s i o n  t t  r e a l i z e  t h e  h e a l t h y  d e v e l o p m e n t  o f b o y s  a n d  g i r i s  t h ・o u g h  s o c c e 丘

恥IC tte looking fonvard to a long and mutually beneicial association between Katsushika Citt and

FCBEsc91a.

Yours faith触IIL

Katsunori Aoki

Mayor of Katsushka Ci呼

鶴あ鋳亀悉肴ネ



推薦状和訳 (写し)

FCバ ルセ ロナ

オフィシャルスクール関係者各位

FCバ ルセ ロナオフィシャルスクールあて東金町運動場の使用承認 について

FCバ ルセロナオフィシャルスクールが、 2012年 4月 から葛飾区東金町運

動場の施設を使用することを承認 しまづ。

葛飾区は、 日本の首都東京の中でも水 と緑豊かな地域です。東金町運動場 も

都内有数の自然公園である水元公園に立地 してお り、少年野球場やテニスコー

ト、サッカー場などがあ り、子 ども達がスポーツをするには最適な環境にあ り

ます。現在、この利用環境をさらに向上させ るための準備を進めています。

また、葛飾区は、
“
キャプテン翼

"の
原作者、高橋陽

一氏の出身地であ り、す

なわち
“
キャプテン翼

"の
ふるさとでもあ ります。将来、本物の

“
翼

"カミふる

さと葛飾か ら誕生することを楽 しみにしてお り、区をあげてオフィシャルスク
ールの開校を歓迎 します。

葛飾区を代表 して、
“
FCBEscola" の葛飾区内での開校を目指 している

“
財団

法人キッズチャレンジ未来
"(代

表 :秋元雅義氏)を 心より推薦いた します。
“
キ

ッズチャレンジ未来
"は

、青少年の健全育成を願 う葛飾区民が力を結集 して設

立す る団体であ り、必ずやサ ッカー を通 じて少年少女の育成 を行 つてい る
“
FCBEscola"の貴重な一

員 となることで しょう。

F Cバ ルセ ロナか らの良い返事 をお待 ち しています。

2 0 1 1 年 7 月 2 9 日

葛飾区長 青 木 克 徳
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